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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 20,149 19.0 1,305 ― 1,367 ― 807 ―

2019年3月期第1四半期 16,926 25.8 33 ― 25 ― △208 ―

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　824百万円 （―％） 2019年3月期第1四半期　　△357百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 70.68 ―

2019年3月期第1四半期 △18.15 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 103,176 55,113 53.3

2019年3月期 101,257 54,795 54.0

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 54,970百万円 2019年3月期 54,657百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 29.00 ― 44.00 73.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） 39.00 ― 39.00 78.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 46,000 18.6 4,300 184.8 4,300 177.4 3,000 227.5 262.63

通期 96,000 4.0 6,600 0.6 6,500 △0.6 4,400 △1.2 385.19

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 11,589,925 株 2019年3月期 11,589,925 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 166,951 株 2019年3月期 166,788 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 11,423,035 株 2019年3月期1Q 11,510,150 株

当社は、役員向け株式交付信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する
自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国・欧州における景気の減速に加え、米中の貿易摩擦の影響

など世界景気の悪化に対する警戒感を背景に、先行きに対する不透明感が非常に強い状況で推移しました。

　当社グループを取り巻く事業環境につきましても、国内を中心に足元での生産活動や設備投資には底堅い動きが見

られるものの、電子産業分野においては米中貿易摩擦の問題や、スマートフォン需要の停滞、メモリ・液晶パネル市

況の悪化などを背景に先行きに対しての厳しい見方が広がっており、半導体関連の大規模な設備投資に対する慎重な

動きがみられました。

　このような状況の下、当社グループはコスト競争力の強化と生産性・収益性の改善、差別化商品・技術の創出を目

指し「電子産業分野の拡大」、「機能商品事業の強化」、「新規事業の創出」を重点課題として各種の取組みを進め

ております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、受注高19,514百万円（前年同期比0.4%増）、売上高20,149

百万円（同19.0%増）、営業利益1,305百万円（前年同期は営業利益33百万円）、経常利益1,367百万円（前年同期は経

常利益25百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益807百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

208百万円）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分方法等を変更しているため、当第１四半期連結累計

期間の比較・分析は変更後の区分に基づいております。

[水処理エンジニアリング事業]

当事業におきましては、電力・上下水分野は火力発電所の水処理設備を受注するなど前期をやや上回る水準で推移

しております。電子産業分野では先行きの不透明感などから大規模な設備投資に対して慎重な動きが見られるなど受

注高が若干減少いたしましたが、売上高は前期以前に受注した国内・中国・台湾における大型プロジェクトの工事が

順調に進捗したこと、また消耗品交換等のメンテナンスや設備の改造・改善工事等のソリューションサービスも好調

に推移したことなどから前年同期比で増加いたしました。また、一般産業分野においては、国内を中心とした生産活

動・設備投資の底堅い動きを背景に受注・売上ともに堅調に推移しております。一方、利益面につきましても、電子

産業分野を中心とした売上拡大による増収効果に加え、各種の原価低減策などによってプラント部門の利益率が改善

したこと、ソリューションサービスが順調に推移したことなどから前年同期に比べ大幅な増益となりました。この結

果、受注高15,072百万円（前年同期比1.3%増）、売上高15,573百万円（同25.1%増）、営業利益1,107百万円（前年同

期は営業損失234百万円）となりました。

[機能商品事業]

当事業におきましては、国内を中心に生産活動・設備投資が底堅く推移したことを背景に、一般産業・電子産業向

けの標準型機器・フィルター、排水処理剤や冷却水処理剤など水処理薬品の販売が順調に推移いたしました。一方、

新商品・新技術への開発投資や海外展開の強化に向けた生産・販売ネットワーク体制の拡充に伴う経費などが増加し

た結果、受注高4,442百万円（前年同期比2.2%減）、売上高4,575百万円（同2.3%増）、営業利益197百万円（同26.2%

減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産・負債及び純資産の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,918百万円増加し、103,176百万円

となりました。これは主に、受取手形及び売掛金1,844百万円の減少に対し、仕掛品を中心としたたな卸資産1,908百

万円、現金及び預金1,888百万円の増加によるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ1,600百万円増加し、48,062百万円と

なりました。これは主に、支払手形及び買掛金3,014百万円の減少に対し、短期借入金3,263百万円、長期借入金2,199

百万円の増加によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ317百万円増加し、55,113百万円と

なりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金301百万円の増加によるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　第２四半期連結累計期間の業績につきましては、水処理エンジニアリング事業における業績動向を踏まえ2019年５

月９日に公表した予想を修正いたします。国内・台湾・中国において電子産業分野を中心とする大型プロジェクトの

工事が期初の想定を上回って進捗する見込みであることに加え、国内を中心にメンテナンス等のソリューションサー

ビスも好調に推移しており、コストダウン等の効果によってプラント部門の利益率も改善する見通しであることから、

前回発表を上回る売上高46,000百万円（前回発表予想比7.0%増）、営業利益4,300百万円（同168.8%増）、経常利益

4,300百万円（同177.4%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益3,000百万円（同275.0%増）を見込んでおります。

　なお、通期の業績予想につきましては、電子産業分野において設備投資に慎重な動きがある一方で、地域や製品に

よっては積極的な投資も計画されているなど、今後の投資動向を慎重に判断する必要があることから、現時点では前

回発表予想を据え置くことといたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,276 13,165

受取手形及び売掛金 40,256 38,411

リース投資資産 13,574 13,104

商品及び製品 4,717 4,818

仕掛品 2,717 4,539

原材料及び貯蔵品 1,426 1,411

その他 2,206 2,634

貸倒引当金 △139 △138

流動資産合計 76,037 77,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,850 17,873

減価償却累計額 △12,339 △12,420

建物及び構築物（純額） 5,511 5,452

機械装置及び運搬具 5,576 5,582

減価償却累計額 △4,879 △4,915

機械装置及び運搬具（純額） 696 667

土地 12,288 12,290

建設仮勘定 45 111

その他 4,968 4,944

減価償却累計額 △4,236 △4,219

その他（純額） 731 724

有形固定資産合計 19,272 19,246

無形固定資産 1,209 1,144

投資その他の資産

投資有価証券 1,621 1,650

繰延税金資産 2,628 2,711

その他 767 749

貸倒引当金 △278 △274

投資その他の資産合計 4,739 4,836

固定資産合計 25,220 25,228

資産合計 101,257 103,176
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,516 15,502

短期借入金 13,458 16,722

未払法人税等 1,546 661

前受金 1,499 2,306

賞与引当金 1,165 499

製品保証引当金 321 337

工事損失引当金 84 92

役員株式給付引当金 95 126

その他 3,242 3,086

流動負債合計 39,930 39,334

固定負債

長期借入金 200 2,400

繰延税金負債 8 10

退職給付に係る負債 6,209 6,236

その他 111 80

固定負債合計 6,531 8,727

負債合計 46,462 48,062

純資産の部

株主資本

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 39,967 40,268

自己株式 △629 △629

株主資本合計 55,071 55,372

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 273 247

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 △193 △175

退職給付に係る調整累計額 △494 △472

その他の包括利益累計額合計 △414 △401

非支配株主持分 138 142

純資産合計 54,795 55,113

負債純資産合計 101,257 103,176
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 16,926 20,149

売上原価 13,128 14,791

売上総利益 3,798 5,358

販売費及び一般管理費 3,764 4,053

営業利益 33 1,305

営業外収益

受取利息 4 9

受取配当金 12 12

持分法による投資利益 20 73

その他 19 15

営業外収益合計 57 111

営業外費用

支払利息 17 34

為替差損 31 11

貸倒引当金繰入額 16 1

その他 1 1

営業外費用合計 66 48

経常利益 25 1,367

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産廃棄損 0 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益 25 1,366

法人税等 242 558

四半期純利益又は四半期純損失（△） △217 807

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△8 0

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△208 807
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △217 807

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13 △25

繰延ヘッジ損益 △1 0

為替換算調整勘定 △182 21

退職給付に係る調整額 30 21

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △1

その他の包括利益合計 △140 16

四半期包括利益 △357 824

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △338 820

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　 当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

　 税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

　 当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、税金等調整前四半

　 期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減したうえで、法定実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 12,453 4,473 16,926 ― 16,926

セグメント間の内部売上高又は振替高 0 81 82 △82 ―

計 12,453 4,555 17,008 △82 16,926

セグメント利益又は損失（△） △234 267 33 ― 33

（注）セグメント利益又は損失は、営業利益又は営業損失ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業利益と

の間に差異はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 15,573 4,575 20,149 ― 20,149

セグメント間の内部売上高又は振替高 0 80 80 △80 ―

計 15,574 4,656 20,230 △80 20,149

セグメント利益 1,107 197 1,305 ― 1,305

（注）セグメント利益は、営業利益ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業利益との間に差異はありませ

ん。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、中期経営計画において機能商品事業を重点分野の一つとしており、新商品開発や海外市場での

生産・販売体制の確立に取り組んでおります。当第１四半期連結会計期間より、機能商品事業の強化に伴う業績管

理区分の見直しを行い、従来「水処理エンジニアリング事業」に含まれていた海外現地法人の機器・薬品事業を

「機能商品事業」に含める変更をしております。また、重点分野である機能商品事業の業績を連結ベースでより適

切に評価するため、セグメント間の内部売上高又は振替高の測定方法を変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。
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